
⑴　第74号

第7４号

令和５年３月15日い は ら き 身 障 福 祉 第74号　⑹令和５年３月15日 い は ら き 身 障 福 祉

共同募金
　受益発行

編　集　一般社団法人茨城県身体障害者福祉団体連合会  水戸市千波町1918  セキショウ・ウェルビーイング福祉会館 TEL 029（241）8295
FAX 029（243）7490発行者　会長　荻　津　和　良

題字　佐　川　清　一

編

　集

　後

　記

　
皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ｅ
メ
ー
ル
：

　ibashinw
a@
ibashinren.com

こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
13
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
の
福

祉
関
係
団
体
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査

の
対
象
機
関
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
で
、
当
日
は
連
合
会
の
ほ
か

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
県
視
覚

障
害
者
協
会
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の

役
員
も
出
席
し
て
、
県
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
各
団
体
か
ら
概
要
や
課

題
の
説
明
を
行
い
、
質
疑
で
は
、
身
体
障

害
者
相
談
員
、
生
活
訓
練
等
指
導
員
な

ど
各
団
体
関
連
の
指
導
員
支
援
員
の
課
題

や
、
手
話
通
訳
者
の
不
足
な
ど
福
祉
人
材

の
課
題
、
そ
の
他
主
な
事
業
に
関
し
て
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
県
議
会
保
健
福

祉
医
療
委
員
会
や
障
害
福
祉
課
か
ら
は
、

我
々
障
害
者
団
体
の
課
題
に
対
し
て
今
後

も
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
９
日
（
金
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て
市
町

村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実
施
市
町

村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
の

活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
対

す
る
指
導
や
財
政
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で
な

く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関
す
る

地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機
関
と
協

力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い

て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す
る
よ
う
市
町
村

を
指
導
し
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地

域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

茨
城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療

委
員
会
の
福
祉
関
係
団
体
調
査

令
和
五
年
度

　茨
城
県
社
会

福
祉
に
関
す
る
要
望

成
制
度
が
不
可
欠
で
あ
り
、
助
成
制

度
実
施
市
町
村
の
拡
大
及
び
民
間
事

業
者
の
活
用
実
績
増
加
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
、
地

方
自
治
体
、
事
業
者
の
役
割
な
ど
全

体
ス
キ
ー
ム
の
国
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
提
示
な
ど
積
極
的
な
周
知
や
地
方

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望

す
る
。

２
．
緊
急
時
に
お
け
る
短
期
入
所
や
重

度
障
害
者
で
も
入
居
可
能
な
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
つ
い
て

　
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
短

期
入
所
や
重
度
障
害
者
で
も
入
居
可

能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
等
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
が
容
易
に
可
能
と
な
る
よ
う

常
時
空
床
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
へ

の
助
成
金
新
設
や
受
入
時
の
定
員
オ
ー

バ
ー
に
対
す
る
運
用
緩
和
な
ど
運
用
等

の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

３
．
介
護
職
員
の
確
保
・
育
成
対
策

に
つ
い
て

　
障
害
者
は
介
護
を
常
時
必
要
と
す

る
人
も
あ
り
、
ま
た
、
障
害
者
を
自

宅
介
護
す
る
親
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
介
護
職
員
不
足
は
制
度
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
状
況
の
改
善
の
た
め
に
、
介

護
職
員
の
確
保
・
育
成
等
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

４
．
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

の
様
式
改
正
（
身
体
障
害
者
団
体
へ
の

情
報
提
供
に
係
る
本
人
の
同
意
書
欄
の

追
加
）
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
に
、

地
域
の
身
体
障
害
者
相
談
業
務
を
担

う
身
体
障
害
者
団
体
へ
の
情
報
提
供
に

係
る
本
人
の
同
意
書
欄
を
追
加
す
る
た

め
の
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
第
２
条
第
２
項
で
規
定
す
る
別
表

第
二
号
様
式
の
改
正
を
要
望
す
る
。

５
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
の
啓

発
及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
５
月
に

施
行
さ
れ
た
た
め
、
速
や
か
な
啓
発
及

び
施
策
推
進
を
要
望
す
る
。

６
．
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
か
ら
歩
行
者

を
守
る
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て

　
歩
道
走
行
禁
止
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
為
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

よ
る
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
障
害
者
・
高
齢
者

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の
講

習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

写真の部
「晴れ渡る一日」
紺野　雄大

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

令
和
四
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　
12
月
３
日
（
土
）
〜
９
日
（
金
）
の

障
害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の

入
口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

建
物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
２
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般
の
部
）」

に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
・

工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に
連
合
会

会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「薔薇」
栗山　朋美

（つくば市福祉支援センターさくら）

書道の部
「達成」
栗山　泰成

（たまりメリーホーム）

陶芸・工芸の部
「染物」
新島　直美

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品

め
運
行
し
て
い

る
障
害
者
福
祉

バ
ス
事
業
を
今

後
も
継
続
し
て

い
く
た
め
に
も
、

老
朽
化
し
つ
つ

あ
る
バ
ス
の
更

新
等
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　「
令
和
４
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会
議
」が
、

10
月
20
日
（
木
）
〜
21
（
金
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対
す
る

協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

　
そ
れ
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
事
業
者
に
助
成
す
る
市
町
村
の
助

日
身
連
関
ブ
ロ
秋
季
代
表
者

会
議
で
令
和
五
年
度
日
身
連

に
対
す
る
要
望
を
協
議
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令
和
４
年
10
月
13
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
の
福

祉
関
係
団
体
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査

の
対
象
機
関
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
で
、
当
日
は
連
合
会
の
ほ
か

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
県
視
覚

障
害
者
協
会
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の

役
員
も
出
席
し
て
、
県
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
各
団
体
か
ら
概
要
や
課

題
の
説
明
を
行
い
、
質
疑
で
は
、
身
体
障

害
者
相
談
員
、
生
活
訓
練
等
指
導
員
な

ど
各
団
体
関
連
の
指
導
員
支
援
員
の
課
題

や
、
手
話
通
訳
者
の
不
足
な
ど
福
祉
人
材

の
課
題
、
そ
の
他
主
な
事
業
に
関
し
て
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
県
議
会
保
健
福

祉
医
療
委
員
会
や
障
害
福
祉
課
か
ら
は
、

我
々
障
害
者
団
体
の
課
題
に
対
し
て
今
後

も
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
９
日
（
金
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て
市
町

村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実
施
市
町

村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
の

活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
対

す
る
指
導
や
財
政
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で
な

く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関
す
る

地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機
関
と
協

力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い

て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す
る
よ
う
市
町
村

を
指
導
し
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地

域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

成
制
度
が
不
可
欠
で
あ
り
、
助
成
制

度
実
施
市
町
村
の
拡
大
及
び
民
間
事

業
者
の
活
用
実
績
増
加
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
、
地

方
自
治
体
、
事
業
者
の
役
割
な
ど
全

体
ス
キ
ー
ム
の
国
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
提
示
な
ど
積
極
的
な
周
知
や
地
方

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望

す
る
。

２
．
緊
急
時
に
お
け
る
短
期
入
所
や
重

度
障
害
者
で
も
入
居
可
能
な
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
つ
い
て

　
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
短

期
入
所
や
重
度
障
害
者
で
も
入
居
可

能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
等
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
が
容
易
に
可
能
と
な
る
よ
う

常
時
空
床
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
へ

の
助
成
金
新
設
や
受
入
時
の
定
員
オ
ー

バ
ー
に
対
す
る
運
用
緩
和
な
ど
運
用
等

の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

３
．
介
護
職
員
の
確
保
・
育
成
対
策

に
つ
い
て

　
障
害
者
は
介
護
を
常
時
必
要
と
す

る
人
も
あ
り
、
ま
た
、
障
害
者
を
自

宅
介
護
す
る
親
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
介
護
職
員
不
足
は
制
度
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
状
況
の
改
善
の
た
め
に
、
介

護
職
員
の
確
保
・
育
成
等
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
障
害
者
の
社
会
活
動
の
促
進
を
図

る
た
め
、
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る

障
害
者
も
乗
車
で
き
る
「
障
害
者

福
祉
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
障
害
者
福
祉
バ
ス
の

委
託
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、ａ
ｃ
ｃ
研

究
所
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
以
下
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
バ
ス
申
込
先
】

（
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
有
限
会
社
　
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

　
〒
３
１
０‒

０
８
１
３

　
水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

　
電
　
話
：
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

４
．
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

の
様
式
改
正
（
身
体
障
害
者
団
体
へ
の

情
報
提
供
に
係
る
本
人
の
同
意
書
欄
の

追
加
）
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
に
、

地
域
の
身
体
障
害
者
相
談
業
務
を
担

う
身
体
障
害
者
団
体
へ
の
情
報
提
供
に

係
る
本
人
の
同
意
書
欄
を
追
加
す
る
た

め
の
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
第
２
条
第
２
項
で
規
定
す
る
別
表

第
二
号
様
式
の
改
正
を
要
望
す
る
。

５
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
の
啓

発
及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
５
月
に

施
行
さ
れ
た
た
め
、
速
や
か
な
啓
発
及

び
施
策
推
進
を
要
望
す
る
。

６
．
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
か
ら
歩
行
者

を
守
る
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て

　
歩
道
走
行
禁
止
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
為
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

よ
る
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
障
害
者
・
高
齢
者

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の
講

習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
進
展
等
に

伴
っ
て
、
国
の
各
省
庁
や
企
業
で
は
障

害
者
当
事
者
か
ら
の
意
見
を
頻
繁
に
聴

取
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日

身
連
で
は
当
事
者
団
体
を
代
表
し
て
意

見
交
換
会
等
に
参
画
し
て
い
ま
す
が
、

本
会
荻
津
和
良
会
長
も
日
身
連
理
事
と

し
て
、
国
交
省
や
厚
労
省
な
ど
多
く
の

機
関
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
意
見
交

換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
関
東
に
お
け
る
駅
の
無
人
化
に
伴

う
安
全
円
滑
な
駅
利
用
意
見
交
換

会
（
国
交
省
関
東
運
輸
局
）

・
障
害
者
の
避
難
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
意
見
交
換
会（
国
交
省
鉄
道
局
）

・
旅
館
業
法
改
正
説
明
会
（
厚
労
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
）

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（
８
回
）
や

概
況
調
査
（
４
回
）
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り

条
例（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害
者

差
別
相
談
室
」も
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
78
件
で
あ

り
、
昨
年
度
１
年
間
（
１
０
７
件
）
よ

り
若
干
の
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相

談
が
７
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら

の
相
談
が
１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に

関
す
る
相
談
が
３
割
、
精
神
障
害
が
３

割
、
知
的
障
害
が
１
割
程
度
を
占
め
る

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
な

ど
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

茨
城
県
障
害
者
差
別
相
談
室

・
設
置
場
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
イ
ン
グ
福
祉
会
館
２
階

・
相
談
員
：
３
名
体
制

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
月
〜
金
　
除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

・
電
　
話
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
９

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
８

・メ
ー
ル：s-sohdan@

bz04.plala.or.jp

障
害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

障
害
者
福
祉
バ
ス
の

申
込
先
が
変
わ
り
ま
す

令和４年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和４年３月３１日現在　単位：人

令和４年

身障

療育

精神

計

89,623

25,619

22,531

137,773

88,534

24,869

20,703

134,106

1,089

750

1,828

3,667

令和３年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

89,623

5,677

7,218

977

41,668

34,083

内訳

オンラインで参加する
荻津会長

め
運
行
し
て
い

る
障
害
者
福
祉

バ
ス
事
業
を
今

後
も
継
続
し
て

い
く
た
め
に
も
、

老
朽
化
し
つ
つ

あ
る
バ
ス
の
更

新
等
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　「
令
和
４
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会
議
」が
、

10
月
20
日
（
木
）
〜
21
（
金
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対
す
る

協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

　
そ
れ
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
事
業
者
に
助
成
す
る
市
町
村
の
助

国
交
省
・
厚
労
省
等
と
の
意
見

交
換
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に

参
加
し
て
い
ま
す

　
令
和
４
年
度
中
に
、
次
の
方
々
か
ら
寄

付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
障
害
者
福
祉
の
推
進

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
金

　
茨
城
県
遊
技
業
協
同
組
合
様
　 

五
万
円

○
茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団

　
歳
末
助
け
合
い
募
金
　
　
　  

二
十
万
円

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た

身障
65％

精神
16％

療育
19％

内部障害
38％

肢体不自由
47％

音声・言語・
咀嚼機能障害

1％

視覚障害
6％

聴覚・平衡
機能障害
8％



令和５年３月15日⑶　第74号 い は ら き 身 障 福 祉 令和５年３月15日 第74号　⑵い は ら き 身 障 福 祉

　
令
和
４
年
10
月
13
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
の
福

祉
関
係
団
体
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査

の
対
象
機
関
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
で
、
当
日
は
連
合
会
の
ほ
か

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
県
視
覚

障
害
者
協
会
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の

役
員
も
出
席
し
て
、
県
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
各
団
体
か
ら
概
要
や
課

題
の
説
明
を
行
い
、
質
疑
で
は
、
身
体
障

害
者
相
談
員
、
生
活
訓
練
等
指
導
員
な

ど
各
団
体
関
連
の
指
導
員
支
援
員
の
課
題

や
、
手
話
通
訳
者
の
不
足
な
ど
福
祉
人
材

の
課
題
、
そ
の
他
主
な
事
業
に
関
し
て
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
県
議
会
保
健
福

祉
医
療
委
員
会
や
障
害
福
祉
課
か
ら
は
、

我
々
障
害
者
団
体
の
課
題
に
対
し
て
今
後

も
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
９
日
（
金
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て
市
町

村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実
施
市
町

村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
の

活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
対

す
る
指
導
や
財
政
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で
な

く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関
す
る

地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機
関
と
協

力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い

て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す
る
よ
う
市
町
村

を
指
導
し
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地

域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

成
制
度
が
不
可
欠
で
あ
り
、
助
成
制

度
実
施
市
町
村
の
拡
大
及
び
民
間
事

業
者
の
活
用
実
績
増
加
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
、
地

方
自
治
体
、
事
業
者
の
役
割
な
ど
全

体
ス
キ
ー
ム
の
国
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
提
示
な
ど
積
極
的
な
周
知
や
地
方

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望

す
る
。

２
．
緊
急
時
に
お
け
る
短
期
入
所
や
重

度
障
害
者
で
も
入
居
可
能
な
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
つ
い
て

　
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
短

期
入
所
や
重
度
障
害
者
で
も
入
居
可

能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
等
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
が
容
易
に
可
能
と
な
る
よ
う

常
時
空
床
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
へ

の
助
成
金
新
設
や
受
入
時
の
定
員
オ
ー

バ
ー
に
対
す
る
運
用
緩
和
な
ど
運
用
等

の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

３
．
介
護
職
員
の
確
保
・
育
成
対
策

に
つ
い
て

　
障
害
者
は
介
護
を
常
時
必
要
と
す

る
人
も
あ
り
、
ま
た
、
障
害
者
を
自

宅
介
護
す
る
親
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
介
護
職
員
不
足
は
制
度
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
状
況
の
改
善
の
た
め
に
、
介

護
職
員
の
確
保
・
育
成
等
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
障
害
者
の
社
会
活
動
の
促
進
を
図

る
た
め
、
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る

障
害
者
も
乗
車
で
き
る
「
障
害
者

福
祉
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
障
害
者
福
祉
バ
ス
の

委
託
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、ａ
ｃ
ｃ
研

究
所
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
以
下
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
バ
ス
申
込
先
】

（
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
有
限
会
社
　
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

　
〒
３
１
０‒

０
８
１
３

　
水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

　
電
　
話
：
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

４
．
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

の
様
式
改
正
（
身
体
障
害
者
団
体
へ
の

情
報
提
供
に
係
る
本
人
の
同
意
書
欄
の

追
加
）
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
に
、

地
域
の
身
体
障
害
者
相
談
業
務
を
担

う
身
体
障
害
者
団
体
へ
の
情
報
提
供
に

係
る
本
人
の
同
意
書
欄
を
追
加
す
る
た

め
の
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
第
２
条
第
２
項
で
規
定
す
る
別
表

第
二
号
様
式
の
改
正
を
要
望
す
る
。

５
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
の
啓

発
及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
５
月
に

施
行
さ
れ
た
た
め
、
速
や
か
な
啓
発
及

び
施
策
推
進
を
要
望
す
る
。

６
．
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
か
ら
歩
行
者

を
守
る
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て

　
歩
道
走
行
禁
止
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
為
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

よ
る
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
障
害
者
・
高
齢
者

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の
講

習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
進
展
等
に

伴
っ
て
、
国
の
各
省
庁
や
企
業
で
は
障

害
者
当
事
者
か
ら
の
意
見
を
頻
繁
に
聴

取
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日

身
連
で
は
当
事
者
団
体
を
代
表
し
て
意

見
交
換
会
等
に
参
画
し
て
い
ま
す
が
、

本
会
荻
津
和
良
会
長
も
日
身
連
理
事
と

し
て
、
国
交
省
や
厚
労
省
な
ど
多
く
の

機
関
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
意
見
交

換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
関
東
に
お
け
る
駅
の
無
人
化
に
伴

う
安
全
円
滑
な
駅
利
用
意
見
交
換

会
（
国
交
省
関
東
運
輸
局
）

・
障
害
者
の
避
難
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
意
見
交
換
会（
国
交
省
鉄
道
局
）

・
旅
館
業
法
改
正
説
明
会
（
厚
労
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
）

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（
８
回
）
や

概
況
調
査
（
４
回
）
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り

条
例（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害
者

差
別
相
談
室
」も
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
78
件
で
あ

り
、
昨
年
度
１
年
間
（
１
０
７
件
）
よ

り
若
干
の
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相

談
が
７
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら

の
相
談
が
１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に

関
す
る
相
談
が
３
割
、
精
神
障
害
が
３

割
、
知
的
障
害
が
１
割
程
度
を
占
め
る

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
な

ど
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

茨
城
県
障
害
者
差
別
相
談
室

・
設
置
場
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
イ
ン
グ
福
祉
会
館
２
階

・
相
談
員
：
３
名
体
制

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
月
〜
金
　
除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

・
電
　
話
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
９

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
８

・メ
ー
ル：s-sohdan@

bz04.plala.or.jp

障
害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

障
害
者
福
祉
バ
ス
の

申
込
先
が
変
わ
り
ま
す

令和４年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和４年３月３１日現在　単位：人

令和４年

身障

療育

精神

計

89,623

25,619

22,531

137,773

88,534

24,869

20,703

134,106

1,089

750

1,828

3,667

令和３年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

89,623

5,677

7,218

977

41,668

34,083

内訳

オンラインで参加する
荻津会長

め
運
行
し
て
い

る
障
害
者
福
祉

バ
ス
事
業
を
今

後
も
継
続
し
て

い
く
た
め
に
も
、

老
朽
化
し
つ
つ

あ
る
バ
ス
の
更

新
等
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　「
令
和
４
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会
議
」が
、

10
月
20
日
（
木
）
〜
21
（
金
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対
す
る

協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

　
そ
れ
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
事
業
者
に
助
成
す
る
市
町
村
の
助

国
交
省
・
厚
労
省
等
と
の
意
見

交
換
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に

参
加
し
て
い
ま
す

　
令
和
４
年
度
中
に
、
次
の
方
々
か
ら
寄

付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
障
害
者
福
祉
の
推
進

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
金

　
茨
城
県
遊
技
業
協
同
組
合
様
　 

五
万
円

○
茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団

　
歳
末
助
け
合
い
募
金
　
　
　  

二
十
万
円

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た

身障
65％

精神
16％

療育
19％

内部障害
38％

肢体不自由
47％

音声・言語・
咀嚼機能障害

1％

視覚障害
6％

聴覚・平衡
機能障害
8％
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　「
令
和
４
年
度
茨
城
県
障
害
者
福
祉

団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
令
和
５
年

２
月
14
日
に
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
２

年
度
は
中
止
、
昨
年
度
は
動
画
配
信
で

の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、
対
面
開
催
は
実

に
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
我
が
国

が
批
准
し
て
か
ら
９
年
、
障
害
者
施
策

の
改
革
と
と
も
に
、
私
た
ち
障
害
者
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
改
善
し

て
き
て
お
り
、
特
に
、
令
和
３
年
５
月

に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
で

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の

合
理
的
配
慮
の
義
務
化
な
ど
も
示
さ
れ
、

今
後
の
施
行
に
向
け
て
、
大
い
に
進
展

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

リーダー研修会の様子

県障害者福祉施策の講演

　
茨
城
県
の
障
害
者
の
現
状
と
し
て
、
障

害
別
の
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
に
つ

い
て
令
和
２
年
３
月
末
現
在
の
状
況
や
、

障
害
者
手
帳
所
持
者
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
に
伴
い
障
害
の
重

度
化
、
重
複
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
障
害
者
施
策
推
進
の

基
本
的
方
向
や
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
に
関
し
て
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、「
第
２
期
新
い
ば
ら

き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
定
め
て
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

●
計
画
期
間
：
平
成
30
年
度
〜
令
和
５

年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画
。

・
３
年
毎
に
内
容
の
見
直
し

・
令
和
３
年
３
月
　
成
果
目
標
改
定 

ジ
の
福
祉
部
障
害
福
祉
課
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す

U
RL

：

https://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/hoke

nfukushi/shofuku/kikaku/plan20
18/sakutei.htm

l

　
平
成
18
年
12
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て

障
害
者
権
利
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
翌
年
９
月
、
条
約
に
署
名
、
そ
の

後
、
国
内
で
は
平
成
25
年
６
月
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
成
立
す
る
な
ど
法
整

備
が
進
展
し
、
平
成
26
年
１
月
、
障
害

者
権
利
条
約
の
批
准
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害
者
差
別
解
消
の
動
き

を
背
景
に
、
本
県
で
は
平
成
26
年
３
月
に
、

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り
条
例

（
障
害
者
権
利
条
例
）」が
成
立
し
ま
し
た
。

●
県
の
取
組
み

・
差
別
解
消
の
周
知
啓
発
活
動

・
障
害
者
差
別
相
談
室
の
運
営

・
障
害
者
差
別
解
消
支
援
協
議
会

・
差
別
相
談
事
例
集
作
成

・
県
政
出
前
講
座
・
担
当
者
研
修
会

・
ヘル
プ
マ
ー
ク
・
ヘル
プ
カ
ー
ド

・
障
害
者
に
関
す
る
マ
ー
ク

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平

成
25
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
で
避
難
に
支
援
が
必
要

な
方
の
名
簿（
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
）

の
作
成
が
市
町
村
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で

危
険
な
地
域
に
お
住
ま
い
で
、
介
護
を
要
す

る
方
な
ど
に
対
す
る
個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
市
町
村
に
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
茨
城
県
の
取
り
組
み
状
況
（R4.10

　
現
在
）

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
全
市

町
村
で
作
成
済
。

県
内
全
体
で
16
・
７
万
人
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
の
避
難
行
動
要
支

援
者
数
３
０
、
４
１
９
人
　
　
　

②
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
個
別

研 

修 

内 

容

〇「
第
２
期
新
い
ば
ら
き

　
障
害
者
プ
ラ
ン
」

障
害
者
福
祉
施
策

障
害
者
関
係
団
体

の
活
動
状
況

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
趣
旨
や
理
念
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
研
修
会
で
は
、
本
県

に
お
け
る
障
害
者
福
祉
施
策
や
、
障
害

者
関
係
団
体
の
活
動
状
況
の
講
演
を
拝

聴
し
ま
し
た
。

とりで障害者協働支援ネットワークの講演

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
岡
村
　
裕
美 

主
事

〇「
障
害
者
差
別
解
消
に
係

　
る
茨
城
県
の
取
り
組
み
」

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
藤
沼
　
　
匠 

主
事

〇「
災
害
時
に
お
け
る
障
害
者

　
の
避
難
体
制
の
取
り
組
み
」

茨
城
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課

　
　
　
　
塚
田
　
圧
平 

主
任

〇「
取
手
市
あ
い
サ
ポ
ー
ト

　
運
動
の
取
り
組
み
」

と
り
で
障
害
者
協
働
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

宮
脇
　
貞
夫 

様
　
阿
部
　
洋
子
様

　
と
り
で
障
害
者
協
働
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
は
、身
体
・

知
的
・
精
神
の
障
害
者
を
支
援
す
る
団

体
や
関
係
機
関
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
目

標
を
持
っ
て
活
動
す
る
団
体
が
集
ま
っ
て
、

平
成
17
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、

障
害
者
や
障
害
児
の
方
々
が
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
至
る
ご
苦
労
話

　
講
演
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
や

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

・
私
た
ち
の
市
も
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」

を
や
り
た
い
で
す
。

・
取
手
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
進
的

な
取
り
組
み
に
感
銘
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
動
き
が
他
の
市
町
村
に
広

ま
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

・
県
で
も
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
、
や
り
や
す
い
と
思
う
。

・
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
が
、
他
の

地
域
で
の
現
状
で
は
、
取
手
を
見

習
っ
て
す
ぐ
さ
ま
取
り
組
む
の
は
難

し
い
。
広
域
的
活
動
と
し
て
県
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
こ
の
研
修
会
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ま

方
の
日
々
の
活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

や
活
動
内
容
の
紹
介
に
続
い
て
、「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
や
、
研
修
の
開
催
な
ど
具
体
的
な

取
り
組
み
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
と
は
２
０

０
９
年
に
鳥
取
県
が
創
設
し
た
も
の

●「
障
が
い
を
知
り
、
共
に
生
き
る
」
を
一

人
一
人
が
学
び
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
や
配
慮
を
実
践
す
る
草
の
根
運
動

●「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
市
民
、
企

業
の
皆
さ
ん
が
研
修
を
通
し
て
、
合

理
的
配
慮
へ
の
意
識
が
高
ま
る
こ
と

で
、
地
域
社
会
全
体
が
社
会
的
障

壁
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
、

共
生
社
会
が
進
ん
で
い
く
。

●
基
本
理
念

　
第
２
期
障
害
者
プ
ラ
ン
は
、
障
害
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

障
害
者
が
一
般
社
会
の
中
で
普
通
の
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
と
し
、

県
民
す
べ
て
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
基
本
目
標

　
３
つ
の
視
点
と
15
の
項
目
を
施
策

・
視
点
１
　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

①
思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
づ
く

り
、 

②
権
利
擁
護
の
推
進
、 

③
地
域

生
活
へ
の
移
行
の
促
進
、 

④
教
育
・

育
成
の
充
実
、 

⑤
就
労
機
会
の
拡

大
、 

⑥
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実

・
視
点
２
　
質
の
高
い
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て

⑦
保
健
・
医
療
の
充
実
、 

⑧
福
祉

の
充
実
、 

⑨
障
害
児
支
援
の
提
供

体
制
の
整
備
、 

⑩
人
材
の
確
保
・

育
成
、⑪
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組

・
視
点
３
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
て

⑫
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、 

⑬

外
出
支
援
の
充
実
、 

⑭
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
確
保
、 

⑮
行
政
サ
ー

ビ
ス
等
に
お
け
る
配
慮

プ
ラ
ン
の
詳
細
は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

避
難
計
画
の
作
成
率
22
・
９
％

全
部
作
成
済  

２
市
町
村

一
部
作
成
済
　
36
市
町
村

未
作
成
　
　  

６
市
町
村

　
県
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
進

む
よ
う
、
引
き
続
き
市
町
村
を
支
援
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

※

災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
が
お

り
ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
（
社

会
福
祉
担
当
課
ま
た
は
防
災
所
管
課
）

に
ご
自
分
が
①
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る

か
、②
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
な
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

・
合
理
的
配
慮
の
民
間
事
業
者
の
義

務
化
に
関
し
て
、
民
間
事
業
者
へ
の

周
知
方
法
は
。

  （
商
工
会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連

合
会
を
通
し
て
周
知
し
て
い
る
。）

（
県
障
害
福
祉
課
）

・
個
別
避
難
行
動
計
画
の
対
応
は
、
民

生
委
員
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
。
昨

今
多
発
し
て
い
る
強
盗
な
ど
凶
悪
な

事
件
を
見
て
し
ま
う
と
、
個
人
情
報

の
扱
い
も
極
め
て
難
し
い
と
感
じ
る
。

各
市
町
村
が
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、

県
で
も
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
の
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
人
に
な
っ
て
学

ん
で
も
身
に
つ
か
な
い
。
学
校
教
育

に
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

〇
意
見
等

〇
質
疑
・
意
見
等
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　「
令
和
４
年
度
茨
城
県
障
害
者
福
祉

団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
令
和
５
年

２
月
14
日
に
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
２

年
度
は
中
止
、
昨
年
度
は
動
画
配
信
で

の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、
対
面
開
催
は
実

に
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
我
が
国

が
批
准
し
て
か
ら
９
年
、
障
害
者
施
策

の
改
革
と
と
も
に
、
私
た
ち
障
害
者
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
改
善
し

て
き
て
お
り
、
特
に
、
令
和
３
年
５
月

に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
で

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の

合
理
的
配
慮
の
義
務
化
な
ど
も
示
さ
れ
、

今
後
の
施
行
に
向
け
て
、
大
い
に
進
展

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

リーダー研修会の様子

県障害者福祉施策の講演

　
茨
城
県
の
障
害
者
の
現
状
と
し
て
、
障

害
別
の
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
に
つ

い
て
令
和
２
年
３
月
末
現
在
の
状
況
や
、

障
害
者
手
帳
所
持
者
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
に
伴
い
障
害
の
重

度
化
、
重
複
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
障
害
者
施
策
推
進
の

基
本
的
方
向
や
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
に
関
し
て
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、「
第
２
期
新
い
ば
ら

き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
定
め
て
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

●
計
画
期
間
：
平
成
30
年
度
〜
令
和
５

年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画
。

・
３
年
毎
に
内
容
の
見
直
し

・
令
和
３
年
３
月
　
成
果
目
標
改
定 

ジ
の
福
祉
部
障
害
福
祉
課
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す

U
RL

：

https://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/hoke

nfukushi/shofuku/kikaku/plan20
18/sakutei.htm

l

　
平
成
18
年
12
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て

障
害
者
権
利
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
翌
年
９
月
、
条
約
に
署
名
、
そ
の

後
、
国
内
で
は
平
成
25
年
６
月
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
成
立
す
る
な
ど
法
整

備
が
進
展
し
、
平
成
26
年
１
月
、
障
害

者
権
利
条
約
の
批
准
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害
者
差
別
解
消
の
動
き

を
背
景
に
、
本
県
で
は
平
成
26
年
３
月
に
、

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り
条
例

（
障
害
者
権
利
条
例
）」が
成
立
し
ま
し
た
。

●
県
の
取
組
み

・
差
別
解
消
の
周
知
啓
発
活
動

・
障
害
者
差
別
相
談
室
の
運
営

・
障
害
者
差
別
解
消
支
援
協
議
会

・
差
別
相
談
事
例
集
作
成

・
県
政
出
前
講
座
・
担
当
者
研
修
会

・
ヘル
プ
マ
ー
ク
・
ヘル
プ
カ
ー
ド

・
障
害
者
に
関
す
る
マ
ー
ク

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平

成
25
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
で
避
難
に
支
援
が
必
要

な
方
の
名
簿（
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
）

の
作
成
が
市
町
村
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で

危
険
な
地
域
に
お
住
ま
い
で
、
介
護
を
要
す

る
方
な
ど
に
対
す
る
個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
市
町
村
に
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
茨
城
県
の
取
り
組
み
状
況
（R4.10

　
現
在
）

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
全
市

町
村
で
作
成
済
。

県
内
全
体
で
16
・
７
万
人
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
の
避
難
行
動
要
支

援
者
数
３
０
、
４
１
９
人
　
　
　

②
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
個
別

研 

修 

内 

容

〇「
第
２
期
新
い
ば
ら
き

　
障
害
者
プ
ラ
ン
」

障
害
者
福
祉
施
策

障
害
者
関
係
団
体

の
活
動
状
況

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
趣
旨
や
理
念
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
研
修
会
で
は
、
本
県

に
お
け
る
障
害
者
福
祉
施
策
や
、
障
害

者
関
係
団
体
の
活
動
状
況
の
講
演
を
拝

聴
し
ま
し
た
。

とりで障害者協働支援ネットワークの講演

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
岡
村
　
裕
美 

主
事

〇「
障
害
者
差
別
解
消
に
係

　
る
茨
城
県
の
取
り
組
み
」

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
藤
沼
　
　
匠 

主
事

〇「
災
害
時
に
お
け
る
障
害
者

　
の
避
難
体
制
の
取
り
組
み
」

茨
城
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課

　
　
　
　
塚
田
　
圧
平 

主
任

〇「
取
手
市
あ
い
サ
ポ
ー
ト

　
運
動
の
取
り
組
み
」

と
り
で
障
害
者
協
働
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

宮
脇
　
貞
夫 

様
　
阿
部
　
洋
子
様

　
と
り
で
障
害
者
協
働
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
は
、身
体
・

知
的
・
精
神
の
障
害
者
を
支
援
す
る
団

体
や
関
係
機
関
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
目

標
を
持
っ
て
活
動
す
る
団
体
が
集
ま
っ
て
、

平
成
17
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、

障
害
者
や
障
害
児
の
方
々
が
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
至
る
ご
苦
労
話

　
講
演
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
や

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

・
私
た
ち
の
市
も
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」

を
や
り
た
い
で
す
。

・
取
手
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
進
的

な
取
り
組
み
に
感
銘
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
動
き
が
他
の
市
町
村
に
広

ま
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

・
県
で
も
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
、
や
り
や
す
い
と
思
う
。

・
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
が
、
他
の

地
域
で
の
現
状
で
は
、
取
手
を
見

習
っ
て
す
ぐ
さ
ま
取
り
組
む
の
は
難

し
い
。
広
域
的
活
動
と
し
て
県
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
こ
の
研
修
会
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ま

方
の
日
々
の
活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

や
活
動
内
容
の
紹
介
に
続
い
て
、「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
や
、
研
修
の
開
催
な
ど
具
体
的
な

取
り
組
み
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
と
は
２
０

０
９
年
に
鳥
取
県
が
創
設
し
た
も
の

●「
障
が
い
を
知
り
、
共
に
生
き
る
」
を
一

人
一
人
が
学
び
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
や
配
慮
を
実
践
す
る
草
の
根
運
動

●「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
市
民
、
企

業
の
皆
さ
ん
が
研
修
を
通
し
て
、
合

理
的
配
慮
へ
の
意
識
が
高
ま
る
こ
と

で
、
地
域
社
会
全
体
が
社
会
的
障

壁
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
、

共
生
社
会
が
進
ん
で
い
く
。

●
基
本
理
念

　
第
２
期
障
害
者
プ
ラ
ン
は
、
障
害
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

障
害
者
が
一
般
社
会
の
中
で
普
通
の
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
と
し
、

県
民
す
べ
て
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
基
本
目
標

　
３
つ
の
視
点
と
15
の
項
目
を
施
策

・
視
点
１
　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

①
思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
づ
く

り
、 

②
権
利
擁
護
の
推
進
、 

③
地
域

生
活
へ
の
移
行
の
促
進
、 

④
教
育
・

育
成
の
充
実
、 

⑤
就
労
機
会
の
拡

大
、 

⑥
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実

・
視
点
２
　
質
の
高
い
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て

⑦
保
健
・
医
療
の
充
実
、 

⑧
福
祉

の
充
実
、 

⑨
障
害
児
支
援
の
提
供

体
制
の
整
備
、 

⑩
人
材
の
確
保
・

育
成
、⑪
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組

・
視
点
３
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
て

⑫
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、 

⑬

外
出
支
援
の
充
実
、 

⑭
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
確
保
、 

⑮
行
政
サ
ー

ビ
ス
等
に
お
け
る
配
慮

プ
ラ
ン
の
詳
細
は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

避
難
計
画
の
作
成
率
22
・
９
％

全
部
作
成
済  

２
市
町
村

一
部
作
成
済
　
36
市
町
村

未
作
成
　
　  

６
市
町
村

　
県
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
進

む
よ
う
、
引
き
続
き
市
町
村
を
支
援
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

※

災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
が
お

り
ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
（
社

会
福
祉
担
当
課
ま
た
は
防
災
所
管
課
）

に
ご
自
分
が
①
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る

か
、②
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
な
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

・
合
理
的
配
慮
の
民
間
事
業
者
の
義

務
化
に
関
し
て
、
民
間
事
業
者
へ
の

周
知
方
法
は
。

  （
商
工
会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連

合
会
を
通
し
て
周
知
し
て
い
る
。）

（
県
障
害
福
祉
課
）

・
個
別
避
難
行
動
計
画
の
対
応
は
、
民

生
委
員
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
。
昨

今
多
発
し
て
い
る
強
盗
な
ど
凶
悪
な

事
件
を
見
て
し
ま
う
と
、
個
人
情
報

の
扱
い
も
極
め
て
難
し
い
と
感
じ
る
。

各
市
町
村
が
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、

県
で
も
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
の
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
人
に
な
っ
て
学

ん
で
も
身
に
つ
か
な
い
。
学
校
教
育

に
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

〇
意
見
等

〇
質
疑
・
意
見
等
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皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ｅ
メ
ー
ル
：

　ibashinw
a@
ibashinren.com

こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
13
日
（
木
）
に
、
茨

城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
の
福

祉
関
係
団
体
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査

の
対
象
機
関
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
で
、
当
日
は
連
合
会
の
ほ
か

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
県
視
覚

障
害
者
協
会
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の

役
員
も
出
席
し
て
、
県
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
各
団
体
か
ら
概
要
や
課

題
の
説
明
を
行
い
、
質
疑
で
は
、
身
体
障

害
者
相
談
員
、
生
活
訓
練
等
指
導
員
な

ど
各
団
体
関
連
の
指
導
員
支
援
員
の
課
題

や
、
手
話
通
訳
者
の
不
足
な
ど
福
祉
人
材

の
課
題
、
そ
の
他
主
な
事
業
に
関
し
て
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
県
議
会
保
健
福

祉
医
療
委
員
会
や
障
害
福
祉
課
か
ら
は
、

我
々
障
害
者
団
体
の
課
題
に
対
し
て
今
後

も
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
９
日
（
金
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
民
間
事
業
者
が
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
に
対
し
て
市
町

村
が
助
成
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
実
施
市
町

村
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
の

活
用
実
績
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
対

す
る
指
導
や
財
政
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で
な

く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関
す
る

地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機
関
と
協

力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い

て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す
る
よ
う
市
町
村

を
指
導
し
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地

域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

茨
城
県
議
会
保
健
福
祉
医
療

委
員
会
の
福
祉
関
係
団
体
調
査

令
和
五
年
度

　茨
城
県
社
会

福
祉
に
関
す
る
要
望

成
制
度
が
不
可
欠
で
あ
り
、
助
成
制

度
実
施
市
町
村
の
拡
大
及
び
民
間
事

業
者
の
活
用
実
績
増
加
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
、
地

方
自
治
体
、
事
業
者
の
役
割
な
ど
全

体
ス
キ
ー
ム
の
国
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
提
示
な
ど
積
極
的
な
周
知
や
地
方

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望

す
る
。

２
．
緊
急
時
に
お
け
る
短
期
入
所
や
重

度
障
害
者
で
も
入
居
可
能
な
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
つ
い
て

　
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
短

期
入
所
や
重
度
障
害
者
で
も
入
居
可

能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
等
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
が
容
易
に
可
能
と
な
る
よ
う

常
時
空
床
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
へ

の
助
成
金
新
設
や
受
入
時
の
定
員
オ
ー

バ
ー
に
対
す
る
運
用
緩
和
な
ど
運
用
等

の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

３
．
介
護
職
員
の
確
保
・
育
成
対
策

に
つ
い
て

　
障
害
者
は
介
護
を
常
時
必
要
と
す

る
人
も
あ
り
、
ま
た
、
障
害
者
を
自

宅
介
護
す
る
親
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
介
護
職
員
不
足
は
制
度
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
状
況
の
改
善
の
た
め
に
、
介

護
職
員
の
確
保
・
育
成
等
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

４
．
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

の
様
式
改
正
（
身
体
障
害
者
団
体
へ
の

情
報
提
供
に
係
る
本
人
の
同
意
書
欄
の

追
加
）
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
に
、

地
域
の
身
体
障
害
者
相
談
業
務
を
担

う
身
体
障
害
者
団
体
へ
の
情
報
提
供
に

係
る
本
人
の
同
意
書
欄
を
追
加
す
る
た

め
の
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
第
２
条
第
２
項
で
規
定
す
る
別
表

第
二
号
様
式
の
改
正
を
要
望
す
る
。

５
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
の
啓

発
及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
５
月
に

施
行
さ
れ
た
た
め
、
速
や
か
な
啓
発
及

び
施
策
推
進
を
要
望
す
る
。

６
．
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
か
ら
歩
行
者

を
守
る
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て

　
歩
道
走
行
禁
止
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
為
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

よ
る
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
障
害
者
・
高
齢
者

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
係
る
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
販
売
業
者
・
レ
ン
タ

ル
業
者
へ
の
指
導
や
免
許
更
新
時
の
講

習
、
車
両
登
録
制
度
等
の
導
入
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

写真の部
「晴れ渡る一日」
紺野　雄大

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

令
和
四
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　
12
月
３
日
（
土
）
〜
９
日
（
金
）
の

障
害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の

入
口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

建
物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
２
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般
の
部
）」

に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
・

工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に
連
合
会

会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「薔薇」
栗山　朋美

（つくば市福祉支援センターさくら）

書道の部
「達成」
栗山　泰成

（たまりメリーホーム）

陶芸・工芸の部
「染物」
新島　直美

（水戸市身体障害者福祉センターつどい）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品

め
運
行
し
て
い

る
障
害
者
福
祉

バ
ス
事
業
を
今

後
も
継
続
し
て

い
く
た
め
に
も
、

老
朽
化
し
つ
つ

あ
る
バ
ス
の
更

新
等
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　「
令
和
４
年
度
秋
季
日
身
連
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会
議
」が
、

10
月
20
日
（
木
）
〜
21
（
金
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
て
加
盟
団
体
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
対
す
る

協
議
や
、
団
体
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
か
ら
日
身
連
に
要
望
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
民
間
事
業
者
が
行
う
合
理
的
配
慮

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け

る
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

　
そ
れ
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
事
業
者
に
助
成
す
る
市
町
村
の
助

日
身
連
関
ブ
ロ
秋
季
代
表
者

会
議
で
令
和
五
年
度
日
身
連

に
対
す
る
要
望
を
協
議




